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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第87期中 第88期中 第89期中 第87期 第88期

会計期間

自　2020年
４月１日
至　2020年
９月30日

自　2021年
４月１日
至　2021年
９月30日

自　2022年
４月１日
至　2022年
９月30日

自　2020年
４月１日
至　2021年
３月31日

自　2021年
４月１日
至　2022年
３月31日

売上高 (千円) 18,690 992 － 74,194 4,475

経常損失（△） (千円) △52,966 △37,463 － △84,801 △47,703

親会社株主に帰属する中間（当

期）純損失（△）
(千円) △53,616 △38,104 － △86,054 △52,774

中間包括利益

又は包括利益
(千円) △62,198 △34,352 － △81,540 △18,755

純資産額 (千円) 2,619,835 2,566,140 － 2,600,493 2,581,737

総資産額 (千円) 2,720,866 2,664,003 － 2,700,923 2,678,902

１株当たり純資産額 (円) 59,789.02 58,563.62 － 59,347.60 58,919.57

１株当たり中間（当期）純損失

（△）
(円) △1,223.61 △869.60 － △1,963.90 △1,204.41

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 96.3 96.3 － 96.3 96.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △162,764 △59,154 － △124,340 △103,057

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △189,702 408,316 － △338,968 212,437

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) － － － － △800

現金及び現金同等物の中間期末

(期末)残高
(千円) 134,112 372,582 － 23,269 128,615

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
(人)

4

(－)

2

(－)

－

(－)

2

(－)

－

(－)

（注） １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当たり中間（当期）純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は、第89期中は子会社がないため、中間連結財務諸表を作成しておりません。

EDINET提出書類

株式会社リゾート＆メディカル(E01832)

半期報告書

 2/28



(2）提出会社の経営指標等

回次 第87期中 第88期中 第89期中 第87期 第88期

会計期間

自　2020年
４月１日
至　2020年
９月30日

自　2021年
４月１日
至　2021年
９月30日

自　2022年
４月１日
至　2022年
９月30日

自　2020年
４月１日
至　2021年
３月31日

自　2021年
４月１日
至　2022年
３月31日

売上高 (千円) 18,690 986 30,835 73,908 3,710

経常損失(△) (千円) △51,083 △37,827 △21,652 △82,479 △48,468

中間（当期）純損失(△) (千円) △51,688 △38,433 △22,257 △83,689 △156,090

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － － － －

資本金 (千円) 88,000 88,000 88,000 88,000 88,000

発行済株式総数 (株) 78,861 78,861 78,861 78,861 78,861

純資産額 (千円) 2,721,609 2,668,879 1,939,779 2,703,742 2,581,737

総資産額 (千円) 2,824,027 2,768,462 2,113,741 2,805,928 2,678,902

１株当たり純資産額 (円) － － 56,522.04 － －

１株当たり中間（当期）純損失

(△)
(円) － － △570.84 － －

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － － －

自己資本比率 (％) 96.4 96.4 91.8 96.4 96.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) － － 13,156 － －

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) － － 626,182 － －

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) － － △712,433 － －

現金及び現金同等物の中間期末

(期末)残高
(千円) － － 55,609 － －

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
(人)

4

(－)

2

(－)

1

(－)

2

(－)

－

(－)

(注)  １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第88期まで連結財務諸表を作成しているため、第88期までの持分法を適用した場合の投資利益、１株当たり

純資産額、１株当たり中間（当期）純損失、潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益、１株当たり配

当額、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー、財務活動によるキャッ

シュ・フロー並びに現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高は記載しておりません。

３．第89期中の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりませ

ん。

４．第89期中の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当たり中間（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】
当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

2022年９月30日現在

従業員数（人） 1 （－）

（注）１．従業員数は、就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、契約社員・臨時従業員及び嘱託契約の従業員の年間平均雇用人員であります。

(2）労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

経営方針、経営戦略等、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な経営指標等、経営環境及び事業上及び財

務上の対処すべき課題に重要な変更はございません。また、新たに定めた経営方針、経営戦略等若しくは指標等及び新

たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

２【事業等のリスク】

当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等の

リスクについて重要な変更はありません。

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況

の概要は次のとおりであります。

① 財政状態及び経営成績の状況

a. 財政状態

(資産)

当中間会計期間末における流動資産の残高は、前事業年度に比べ59百万円増加し1,895百万円となりました。これ

は主に、現金及び預金が73百万円、短期貸付金が133百万円減少した一方で、営業投資有価証券が238百万円増加し

たためであります。

当中間会計期間末における固定資産の残高は、前事業年度に比べ625百万円減少し、218百万円となりました。こ

れは主に、土地が79百万円増加した一方で、長期貸付金が673百万円減少したためであります。

(負債)

当中間会計期間末における流動負債の残高は、前事業年度に比べ76百万円増加し173百万円となりました。これは

主に、未払金が82百万円増加したためであります。

前事業年度末及び当中間会計期間末の固定負債の残高はありません。

(純資産)

当中間会計期間末における純資産合計は、前事業年度に比べ641百万円減少し、1,939百万円となりました。これ

は主に、その他有価証券評価差額金が87百万円増加した一方で、自己株式が707百万円、利益剰余金が22百万円減少

したためであります。

この結果、１株当たり純資産は56,522円04銭、自己資本比率は91.8％となりました。

b. 経営成績

当中間会計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症抑制と経済活動の両立が進む一方で、海外で

は、世界的なインフレ圧力やそれを受けた各国中央銀行の利上げが続き、資源高や円安の進行により、経済活動は

不安定な状況で推移しました。今後も、海外の経済・物価情勢と国際金融資本市場の動向、ロシア・ウクライナ情

勢の長期化、コロナウイルスの新たな変異株など、個人消費や企業生産活動に及ぼす影響は依然として先行き不透

明な状況が続くものと予想されます。

このような環境の下、当中間会計期間の業績は、売上高30百万円（前年同期は売上高98万円）、営業損失47百万

円（前年同期は営業損失53百万円）、経常損失21百万円（前年同期は経常損失37百万円）、中間純損失22百万円

（前年同期は中間純損失38百万円）となりました。

なお、当社は投資事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

② キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ73百万円減少し、55百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前中間純損失21百万円や受取利息14百万円の計上があった一方で、

営業投資有価証券の減少55百万円等により、13百万円の資金増加となりました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、短期貸付けによる支出47百万円があった一方で、長期貸付金の回収によ

る収入673百万円により、626百万円の資金増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出4百万、自己株式の取得による支出707百万

円により、712百万円の資金減少となりました。

③ 生産、受注及び販売の実績

当社は投資事業の単一セグメントであり、また、受注生産形態をとっていないため、セグメントごとの生産規模

及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。そのため、投資事業の状況については、「第２　

事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1) 経営成績等の状況

の概要　① 財政状態及び経営成績の状況」に関連付けて示しております。

(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。なお、文中

の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

① 重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されておりま

す。この中間財務諸表の作成にあたっては、会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告金額に影響

を与える見積りを必要とします。これらの見積りについては、過去の実績やその時点で入手可能な情報に基づいた

合理的と考えられる様々な要因を考慮した上で判断しておりますが、実際の結果は、見積り特有の不確実性がある

ため、実際の結果はこれらの見積りと異なる場合があります。

当社の中間財務諸表で採用する重要な会計方針は、「第５　経理の状況　１　中間財務諸表等　(1) 中間財務諸

表　注記事項（重要な会計方針）」に記載しております。

② 当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の当中間会計期間の経営成績等は、以下のとおりであります。

a. 経営成績等の分析

当社の当中間会計期間の業績は、売上高30百万円（前年同期は売上高98万円）、営業損失47百万円（前年同期は

営業損失53百万円）、経常損失21百万円（前年同期は経常損失37百万円）、中間純損失22百万円（前年同期は中間

純損失38百万円）となりました。

b. 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　２　事業等のリスク」に記載

のとおりであります。

c. 資本の財源及び資金の流動性

当社の資金使途のうち主なものは、運転資金及び有価証券等への投資資金であります。

４【経営上の重要な契約等】

　 当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更は

ありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 218,000

計 218,000

②【発行済株式】

種類

中間会計期間末現在

発行数（株）

(2022年９月30日)

提出日現在発行数（株）

(2022年12月23日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 78,861 78,861 非上場

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 78,861 78,861 － －

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金

増減額

(千円)

資本金

残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2022年４月１日～

2022年９月30日
－ 78,861 － 88,000 － －
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（５）【大株主の状況】

2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

山田　愛也 東京都世田谷区 23,199 67.59

山田　恭太 東京都世田谷区 5,580 16.25

Crane Hill Holdings Pte

Limited

7 Temasek Boulevard Hex26-02A, Suntec

Tower One Shingapore
1,000 2.91

山田　哲嗣 東京都大田区 456 1.32

小杉　信秋 東京都世田谷区 80 0.23

山田　修嗣 東京都世田谷区 70 0.20

播磨土建工業株式会社 兵庫県赤穂郡上郡町上郡370 70 0.20

長谷川　治 東京都新宿区 62 0.18

小林　實夫 長野県中野市 57 0.16

岩澤　保 千葉県成田市 55 0.16

計 － 30,629 89.24

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示して

おります。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　44,542 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　34,319 34,319 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 78,861 － －

総株主の議決権 － 34,319 －
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②【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社リゾート＆

メディカル

東京都千代田区

紀尾井町４番１号
44,542 － 44,542 56.48

計 － 44,542 － 44,542 56.48

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2022年４月１日から2022年９月30日ま

で）の中間財務諸表について、奥山琢磨公認会計士事務所による中間監査を受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

前事業年度　　　　仲田公認会計士事務所

当中間会計期間　　奥山琢磨公認会計士事務所

３．中間連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

(1)【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度

(2022年３月31日)

当中間会計期間

(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 128,615 55,609

売掛金 887 227

棚卸資産 3,754 3,981

営業投資有価証券 356,405 594,679

暗号資産 2,627 211

短期貸付金 1,282,086 1,148,355

未収消費税等 6,532 1,157

その他 54,636 91,292

流動資産合計 1,835,545 1,895,514

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 282 282

減価償却累計額 △282 △282

建物附属設備（純額） － －

車両運搬具 16,149 16,149

減価償却累計額 △16,149 △16,149

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 8,550 8,550

減価償却累計額 △8,483 △8,499

工具、器具及び備品（純額） 66 50

土地 0 80,000

有形固定資産合計 66 80,050

投資その他の資産

固定化債権 145,965 145,965

長期貸付金 803,370 130,000

その他 39,920 8,175

貸倒引当金 △145,965 △145,965

投資その他の資産合計 843,290 138,175

固定資産合計 843,357 218,226

資産合計 2,678,902 2,113,741

負債の部

流動負債

短期借入金 44,200 39,400

未払金 45,566 128,402

未払法人税等 1,210 605

その他 6,188 5,554

流動負債合計 97,164 173,961

負債合計 97,164 173,961
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（単位：千円）

前事業年度

(2022年３月31日)

当中間会計期間

(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 88,000 88,000

資本剰余金

その他資本剰余金 1,538,126 1,538,126

資本剰余金合計 1,538,126 1,538,126

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,428,692 1,406,434

利益剰余金合計 1,428,692 1,406,434

自己株式 △524,846 △1,232,479

株主資本合計 2,529,972 1,800,081

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 51,765 139,698

評価・換算差額等合計 51,765 139,698

純資産合計 2,581,737 1,939,779

負債純資産合計 2,678,902 2,113,741
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②【中間損益計算書】

（単位：千円）

前中間会計期間

(自 2021年４月１日

　至 2021年９月30日)

当中間会計期間

(自 2022年４月１日

　至 2022年９月30日)

売上高 986 30,835

売上原価 1,412 57,040

売上総損失（△） △426 △26,205

販売費及び一般管理費 53,099 ※1 21,781

営業損失（△） △53,525 △47,986

営業外収益

受取利息 ※2 15,721 14,280

為替差益 － 12,464

その他 0 6

営業外収益合計 15,722 26,751

営業外費用

為替差損 24 －

その他 － 417

営業外費用合計 24 417

経常損失（△） △37,827 △21,652

税引前中間純損失（△） △37,827 △21,652

法人税、住民税及び事業税 605 605

法人税等合計 605 605

中間純損失（△） △38,433 △22,257
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰

余金

当期首残高 88,000 1,538,126 1,538,126 1,584,782 1,584,782 △ 524,846 2,686,062

当中間期変動額

中間純損失（△） △ 38,433 △ 38,433 △ 38,433

株主資本以外の項

目の当中間期変動

額（純額）

当中間期変動額合計 － － － △ 38,433 △ 38,433 － △ 38,433

当中間期末残高 88,000 1,538,126 1,538,126 1,546,349 1,546,349 △ 524,846 2,647,629

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 17,680 17,680 2,703,742

当中間期変動額 　 　 　

中間純損失（△） 　 　 △ 38,433

株主資本以外の項

目の当中間期変動

額（純額）

3,570 3,570 3,570

当中間期変動額合計 3,570 3,570 △ 34,863

当中間期末残高 21,250 21,250 2,668,879
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当中間会計期間(自 2022年４月１日　至 2022年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰

余金

当期首残高 88,000 1,538,126 1,538,126 1,428,692 1,428,692 △ 524,846 2,529,972

当中間期変動額

中間純損失（△） △ 22,257 △ 22,257 △ 22,257

自己株式の取得 △ 707,633 △ 707,633

株主資本以外の項

目の当中間期変動

額（純額）

当中間期変動額合計 － － － △ 22,257 △ 22,257 △ 707,633 △ 729,890

当中間期末残高 88,000 1,538,126 1,538,126 1,406,434 1,406,434 △ 1,232,479 1,800,081

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 51,765 51,765 2,581,737

当中間期変動額

中間純損失（△） △ 22,257

自己株式の取得 △ 707,633

株主資本以外の項

目の当中間期変動

額（純額）

87,933 87,933 87,933

当中間期変動額合計 87,933 87,933 △ 641,957

当中間期末残高 139,698 139,698 1,939,779
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

当中間会計期間

(自 2022年４月１日

　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純損失（△） △21,652

減価償却費 15

受取利息及び受取配当金 △14,280

為替差損益（△は益） △12,464

売上債権の増減額（△は増加） 659

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 55,276

暗号資産の増減額（△は増加） 2,415

棚卸資産の増減額（△は増加） △227

未収消費税等の増減額（△は増加） 5,374

その他 △752

小計 14,366

利息及び配当金の受取額 0

法人税等の支払額 △1,210

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,156

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付けによる支出 △47,188

長期貸付金の回収による収入 673,370

投資活動によるキャッシュ・フロー 626,182

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △4,800

自己株式の取得による支出 △707,633

財務活動によるキャッシュ・フロー △712,433

現金及び現金同等物に係る換算差額 88

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △73,006

現金及び現金同等物の期首残高 128,615

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 55,609
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。

(2）その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

２．暗号資産に係る会計処理の評価方法

(1) 暗号資産の期末評価

中間決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

(2) 暗号資産の取引に係る損益

暗号資産の取引に係る損益（評価損益を含む）は、中間損益計算書上、純額で売上高に表示しております。

３．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

主として定率法

但し、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く) 並びに2016年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物については、定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物附属設備 ３年

車両運搬具 ５～６年

工具、器具及び備品 ３～20年

４．引当金の計上基準

貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

５．重要な収益及び費用の計上基準

顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の

時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。

当社の主たる事業である投資事業では、有価証券及び暗号資産の売買を行っており、顧客との契約から生じる収益

の計上時期は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点としております。また、顧客との契約から生じ

る収益の計上額は、財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で算出しております。

６．重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、中間決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

７．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。

８．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響について）

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について重要な

変更はありません。

（中間貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（中間損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当中間会計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

給料及び手当 2,675千円

地代家賃 4,053

業務委託料 9,090

※２　関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれております。

前中間会計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当中間会計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

受取利息 399千円 －千円

（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自  2021年４月１日  至  2021年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当事業年度期首

株式数

（株）

当中間会計期間

増加株式数

（株）

当中間会計期間

減少株式数

（株）

当中間会計期間末

株式数

（株）

発行済株式

普通株式 78,861 － － 78,861

合計 78,861 － － 78,861

自己株式

普通株式 35,043 － － 35,043

合計 35,043 － － 35,043

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

該当事項はありません。

（２）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末日後となるもの

該当事項はありません。
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当中間会計期間（自  2022年４月１日  至  2022年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当事業年度期首

株式数

（株）

当中間会計期間

増加株式数

（株）

当中間会計期間

減少株式数

（株）

当中間会計期間末

株式数

（株）

発行済株式

普通株式 78,861 － － 78,861

合計 78,861 － － 78,861

自己株式

普通株式 35,043 9,499 － 44,542

合計 35,043 9,499 － 44,542

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

該当事項はありません。

（２）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末日後となるもの

該当事項はありません。

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

当中間会計期間
（自  2022年４月１日
至  2022年９月30日）

現金及び預金勘定 55,609千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 55,609

（リース取引関係）

該当事項はありません。

（金融商品関係）

前事業年度は連結財務諸表を作成しておりましたが、当中間会計期間は個別財務諸表のみを作成しております。その

ため、前事業年度は記載しておりません。

１．金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

当中間会計期間（2022年９月30日）

中間貸借対照表
計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1) 固定化債権 145,965

貸倒引当金（※3） △145,965

－ － －

(2) 長期貸付金 130,000 130,135 135

資産計 130,000 130,135 135

（※1）「現金及び預金」、「売掛金」、「暗号資産」、「短期貸付金」、「未収消費税等」、「短期借入金」、「未払

金」、「未払法人税等」については、現金であること及び短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似する

ものであることから、記載を省略しております。
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（※2）市場価額のない株式等の中間貸借対照表計上額は以下のとおりです。

区分 当中間会計期間（千円）

非上場株式 594,679

（※3）個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品

当中間会計期間（2022年９月30日）

該当事項はありません。

（2）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当中間会計期間（2022年９月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

固定化債権 － － － －

長期貸付金 － 130,135 － 130,135

資産計 － 130,135 － 130,135

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

固定化債権

これらの時価は、回収見込額に基づいて貸倒引当金を設定しているため、中間決算日（決算日）における中

間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）から回収見込額に基づいて算定した貸倒引当金を控除した金額を時

価としており、レベル３の時価に分類しております。

長期貸付金

これらの時価は、将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いて算定しており、レベル２の時価に分類し

ております。
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（有価証券関係）

１．子会社株式で時価のあるもの

該当事項はありません。

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式の中間貸借対照表計上額

（単位：千円）

区分
前事業年度

（2022年３月31日）
当中間会計期間
（2022年９月30日）

子会社株式 21,193 －

２．その他有価証券で時価のあるもの

前事業年度（2022年３月31日）

該当事項はありません。

当中間会計期間（2022年９月30日）

該当事項はありません。

３．中間会計年度中に売却したその他有価証券

前中間会計期間（自　2021年４月１日 至　2021年９月30日）

該当事項はありません。

当中間会計期間（自　2022年４月１日 至　2022年９月30日）

種類
売却額

（千円）

売却益の合計額

（千円）

売却損の合計額

（千円）

株式 30,000 － 25,276

合計 30,000 － 25,276

（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「注記事項（重要な会計方針）　５．重要な収

益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会計期間末

において存在する顧客との契約から当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情

報

顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに前事業年度末にお

いて存在する顧客との契約から当中間会計期間以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に重要な変動が認

められないため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

前事業年度は連結財務諸表を作成しておりましたが、当中間会計期間は個別財務諸表のみを作成しております。その

ため、前事業年度は記載しておりません。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

当中間会計期間（自　2022年４月１日  至　2022年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当中間会計期間（自　2022年４月１日  至　2022年９月30日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当中間会計期間（自　2022年４月１日  至　2022年９月30日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれんの発生益に関する情報】

当中間会計期間（自　2022年４月１日  至　2022年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前事業年度は連結財務諸表を作成しておりましたが、当中間会計期間は個別財務諸表のみを作成しております。その

ため、前事業年度は記載しておりません。

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当中間会計期間

（2022年９月30日）

(1) １株当たり純資産額 56,522.04円

(算定上の基礎)

純資産の部の合計額（千円） 1,939,779

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） －

（うち新株予約権（千円）） －

（うち非支配株主持分（千円）） －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額（千円） 1,939,779

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
34,319

当中間会計期間
（自  2022年４月１日
至  2022年９月30日）

(2) １株当たり中間純損失（△） △570.84円

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する中間純損失（△）（千円） △22,257

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純損失

（△）（千円）
△22,257

期中平均株式数（株） 38,991

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

（重要な後発事象）

（固定資産の譲渡）

当社は、2022年10月28日開催の取締役会において、当社が保有する土地の売却を決議し、2022年11月28日に売却いた

しました。これにより、2023年３月期に固定資産売却損（特別損失）を計上いたします。

(1) 売却理由

保有資産の効率化及び財務体質の強化を図るため。

(2) 売却内容

① 土地神奈川県鎌倉市材木座四丁目556番地１、同556番３、同556番４

② 売却日2022年11月28日

③ 売却額秘密保持義務を負っているため非開示とさせていただきます。

④ 固定資産売却損9,945千円

(2)【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第88期）（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）2022年６月24日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
2022年12月23日

株式会社リゾート＆メディカル

取締役会　御中

奥山琢磨公認会計士事務所

東京都豊島区

公認会計士　　奥　山　琢　磨　　㊞

中間監査意見

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社リゾート＆メディカルの2022年４月１日から2023年３月31日までの第89期事業年度の中間会

計期間（2022年４月1日から2022年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損

益計算書、中間株主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記

について中間監査を行った。

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、株式会社リゾート＆メディカルの2022年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会

計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用

な情報を表示しているものと認める。

中間監査意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監

査の基準における私の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上

の責任を果たしている。私は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断

している。

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は2022年11月28日に保有する固定資産を第三者へ譲渡して

いる。

当該事項は私の意見に影響を及ぼすものではない。

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財

務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づい

て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に

関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書

において独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ

り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理

的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ

スクに対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。

さらに、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、

年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の

重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査

手続が選択及び適用される。

・ 中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、

リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と

有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査

証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査

報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸

表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並

びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事

項について報告を行う。

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

(※)１　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社リゾート＆メディカル(E01832)

半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１経営方針、経営環境及び対処すべき課題等
	２事業等のリスク
	３経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	４経営上の重要な契約等
	５研究開発活動

	第３設備の状況
	１主要な設備の状況
	２設備の新設、除却等の計画

	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の状況
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第５経理の状況
	１中間財務諸表等
	(1)中間財務諸表
	①中間貸借対照表
	②中間損益計算書
	③中間株主資本等変動計算書
	④中間キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報
	関連情報
	報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
	報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報
	報告セグメントごとの負ののれんの発生益に関する情報


	(2)その他


	第６提出会社の参考情報

	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

